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は
じ
め
に

近
江
学
は
、
近
江
と
い
う
地
域
固
有
の
風
土
を
改
め
て
検

証
す
る
学
問
で
す
。

20
世
紀
後
半
の
日
本
人
は
、
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
の
暮

ら
し
を
ひ
た
す
ら
追
い
求
め
、
優
れ
た
素
材
や
技
術
、
豊
か

な
暮
ら
し
の
知
恵
や
自
然
観
を
切
り
捨
て
て
き
ま
し
た
。

こ
の
50
年
間
に
私
た
ち
が
失
っ
た
も
の
に
思
い
を
め
ぐ
ら

せ
、
過
去
の
記
憶
を
手
が
か
り
に
、
ご
く
当
り
前
の
も
の
の

内
に
ひ
そ
む
美
し
さ
、
か
け
が
え
の
な
さ
、
本
来
の
豊
か
さ

を
未
来
に
向
け
て
再
生
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
文
化
と

は
人
の
営
み
、
す
な
わ
ち
「
暮
ら
し
の
か
た
ち
」
の
こ
と
で

す
。近

江
学
研
究
所
で
は
、
豊
か
な
文
化
資
源
に
恵
ま
れ
た
近

江
を
多
角
的
に
と
ら
え
る
た
め
に
「
近
江
学
」
と
名
付
け
た

講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
平
成
31
年
・
令
和

元
年
（
２
０
１
９
）
年
度
に
開
講
し
た
１
５
８
回
～
１
６
８

回
ま
で
の
講
座
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

※�

１
～
１
４
２
回
の
講
座
概
要
は
、
近
江
学
研
究
所
発
行
の
文
化
誌

「
近
江
学
」
創
刊
号
～
10
号
に
、
１
４
３
～
１
５
７
回
の
講
座
概

要
は
、
近
江
学
研
究
所
紀
要
第
８
号
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

●
第
１
５
８
回

特
別
公
開
講
座

「
日
本
の
食
と
お
茶　

―
近
江
の
食
文
化
に
か
ら
め
て
―
」

日
時
：
４
月
27
日
（
土
）
14
：
00
〜
15
：
30

場
所
：
コ
ラ
ボ
し
が
21　

大
会
議
室

講
師
：�

熊
倉　

功
夫　

氏　
（M

IH
O
 M

U
SEU

M

館
長
、

国
立
民
族
学
博
物
館
名
誉
教
授
）

２
０
１
９
年
度
特
別
公
開
講
座
は
、２
０
１
3
年「
和
食；

日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文

化
遺
産
登
録
に
ご
尽
力
さ
れ
た
熊
倉
功
夫
氏
を
お
迎
え
し
開

催
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
「
和
食
」
と
は
な
に
か
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
古
来
か
ら
自
然
の
中
に
存
在
す

る
霊
的
な
も
の
と
人
と
の
交
信
の
か
た
ち
と
し
て「
行
事
食
」

が
あ
る
こ
と
を
「
花
見
」
か
ら
読
み
解
か
れ
、
そ
こ
に
は
日

Name:

Omi Multicultural Institute

Title:

2019 Report on Public Lectures Hosted by the Omi Multicultural Institute

Summary:

Each year Omi Multicultural Institute holds public lectures for the dissemination of information 

regarding the culture of Omi．Here I will report on lectures 158 to 168, which were held 

between April 2019 and December 2019.
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本
人
の
も
つ
移
ろ
い
ゆ
く
自
然
を
尊
重
す
る
姿
、
恵
み
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
鎌
倉
初

期
か
ら
始
ま
っ
た
茶
の
湯
文
化
が
生
み
出
し
た
「
懐
石
」
に

も
あ
る
一
汁
三
菜
が
、
今
の
家
庭
料
理
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
。「
家
庭
料
理
」
は
、
旬
の
も
の
を
食
べ
、
つ
く
る
人

が
食
べ
る
人
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
て
つ
く
ら
れ
る
こ
と
。
そ

れ
が
「
食
文
化
の
原
点
」
と
し
て
一
番
大
切
な
姿
で
あ
る
こ

と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

講
座
の
後
半
で
は
、
熊
倉
氏
と
と
も
に
４
月
初
頭
に
大
津

市
仰
木
地
区
へ
訪
れ
、
仰
木
の
ハ
レ
の
食
事
を
取
材
し
た
様

子
を
本
研
究
所
加
藤
副
所
長
が
ス
ラ
イ
ド
で
報
告
し
ま
し

た
。
熊
倉
氏
か
ら
は
、
納
豆
餅
と
い
う
滋
賀
県
内
で
は
他
の

地
域
に
見
ら
れ
な
い
独
特
の
食
文
化
に
驚
い
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
、
近
江
に
は
各
地
に
家
庭
の
中
に
生
き

て
い
る
郷
土
料
理
・
和
食
の
文
化
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
と
て

も
価
値
が
あ
る
こ
と
で
、
ぜ
ひ
後
世
に
引
き
継
い
で
ほ
し
い

と
語
ら
れ
ま
し
た
。
ほ
ぼ
満
席
の
約
１
５
０
名
の
受
講
者
か

ら
、
大
変
満
足
度
の
高
い
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
第
１
５
９
回

近
江
の
か
た
ち
を
明
日
に
つ
な
ぐ

「
近
江
―
食
の
か
た
ち
―
料
理
が
伝
え
る
文
化
と
は
!?
」

日
時
：
５
月
18
日
（
土
）
10
：
50
～
12
：
20

場
所
：
成
安
造
形
大
学　

聚
英
ホ
ー
ル

講
師
：�

川
西　

豪
志　

氏
（
株
式
会
社
木
馬
代
表
取
締
役
、

ひ
さ
ご
寿
し
料
理
長
）

対
談
：
石
川　

亮　
（
本
学
准
教
授
・
本
研
究
所
研
究
員
）

水
郷
と
商
家
の
街
、
近
江
八
幡
市
で
地
元
の
食
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
う
料
理
人
、
寿
し
割
烹
と
日
本
料
理
を
楽
し
ま
せ

る
「
ひ
さ
ご
寿
し
」
２
代
目
川
西
豪
志
氏
を
お
迎
え
し
ま
し

た
。
本
研
究
所
の
石
川
亮
研
究
員
が
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
す
る
対
談

形
式
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
世
界
的
に
和
食
の
注
目
度
は

高
く
、
そ
の
理
由
に
「
和
食；

日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
」

が
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
い
。
登
録
さ

れ
た
当
時
、
川
西
氏
は
フ
ラ
ン
ス
の
宮
殿
で
外
務
省
の
方
々

に
懐
石
料
理
を
振
る
舞
う
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
さ
れ
、
ま

た
そ
の
２
年
後
に
開
催
さ
れ
た
ミ
ラ
ノ
万
博
で
も
、
日
本
食

チ
ー
ム
の
一
人
と
し
て
日
本
食
を
世
界
に
広
め
る
た
め
に
参

加
さ
れ
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
講
演
で
は
な
ぜ
日
本
料

理
を
つ
く
る
の
か
、
自
分
が
暮
ら
す
土
地
の
食
や
文
化
を
誇

り
に
思
え
て
い
る
か
、
日
本
食
文
化
の
中
で
近
江
料
理
と
は

何
か
を
考
え
、
近
江
八
幡
の
自
然
環
境
、
生
産
者
や
漁
師
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
人
に
地
域
の
食
を
教
わ
る
こ
と
を
始
め
た
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
講
座
の
中
で
は
、
川

西
氏
が
こ
れ
ぞ
近
江
の
郷
土
食
と
考
え
る
「
丁
子
麩
の
酢
味

噌
和
え
」
が
振
る
舞
わ
れ
、
味
覚
を
通
じ
た
食
文
化
の
深
さ

を
味
わ
う
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

●
第
１
６
０
回

「
淡
海
の
夢
２
０
１
９　

仰
木
・
棚
田
山
写
生
会
」

日
時
：
６
月
８
日
（
土
）
９
：
30
～
17
：
30

場
所
：
大
津
市
仰
木
周
辺

講
師
：�

永
江　

弘
之
（
本
学
教
授
・
本
研
究
所
研
究
員
）、

待
井　

健
一
（
本
学
非
常
勤
講
師
）

琵
琶
湖
を
中
心
と
し
た
棚
田
・
里
山
、
湖
国
の
風
景
は
今
、

次
世
代
に
引
き
継
ぎ
た
い
美
し
く
貴
重
な
日
本
の
原
風
景
と

し
て
広
く
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。「
淡
海
の
夢
」
は
、
年
２

川西豪志氏

石川亮研究員と対談

2019 年度特別公開講座チラシ

講演風景

熊倉功夫氏
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回
の
写
生
会
と
公
募
風
景
展
を
通
し
て
、
近
江
の
素
晴
ら
し

さ
を
体
感
し
固
有
の
価
値
を
再
発
見
す
る
講
座
で
す
。
本
学

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
領
域
で
風
景
イ
ラ
ス
ト
を
専
門
と
す

る
永
江
弘
之
研
究
員
が
、
風
景
写
生
の
コ
ツ
を
レ
ク
チ
ャ
ー

し
、
講
評
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
開
催
地
は
、
大
津
市
仰
木
地
区
で
し
た
。
風
が
強

く
天
気
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
写
生
に
は
難
し
い
日
和
と

な
り
ま
し
た
が
、
３
年
ぶ
り
に
仰
木
地
区
で
棚
田
を
描
け
る

こ
と
を
楽
し
み
に
来
ら
れ
た
受
講
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
当

日
は
、
仰
木
活
性
化
委
員
会
に
協
力
い
た
だ
き
受
付
場
所
と

し
て
「
ふ
れ
あ
い
御
所
の
丘
公
園
」
を
使
用
し
、
講
評
に
は

仰
木
市
民
セ
ン
タ
ー
を
お
借
り
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

●
第
１
６
１
回

近
江
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
員
限
定
講
座

「
近
江
と
美
濃
を
結
ぶ
里　

―
奥
伊
吹
・
甲
津
原
」

日
時
：
６
月
29
日
（
土
）
10
：
50
～
12
：
20

場
所
：
成
安
造
形
大
学　

聚
英
ホ
ー
ル

講
師
：�

髙
橋　

順
之　

氏
（
米
原
市
教
育
委
員
会
歴
史
文
化

財
保
護
課
主
幹
、
伊
吹
山
文
化
資
料
館
学
芸
員
）

米
原
市
で
歴
史
文
化
・
資
料
館
運
営
を
通
し
て
広
く
市
民

に
伊
吹
山
の
自
然
・
歴
史
文
化
に
つ
い
て
教
育
普
及
に
努
め

ら
れ
て
い
る
髙
橋
順
之
氏
を
お
迎
え
し
、
国
の
重
要
文
化
的

景
観
「
東
草
野
の
山
村
景
観
」
に
登
録
さ
れ
た
奥
伊
吹
・
甲

津
原
集
落
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
奥
伊
吹
・
甲

津
原
集
落
は
、
標
高
５
２
０
メ
ー
ト
ル
の
高
地
に
あ
り
、
西

日
本
屈
指
の
豪
雪
地
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
て
３
本

の
峠
道
で
湖
北
と
美
濃
を
結
ぶ
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

顕
教
踊
り
や
廻
り
仏
、
能
面
な
ど
の
古
い
文
化
や
文
化
財
が

入
り
込
み
、
里
人
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
甲
津

原
や
坂
下
の
村
々
が
、
山
深
い
集
落
で
あ
り
な
が
ら
閉
塞
し

た
土
地
で
は
な
く
、
峠
を
介
し
た
往
来
が
さ
か
ん
な
地
域
で

あ
っ
た
こ
と
が
具
体
的
な
事
例
を
も
と
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

●
第
１
６
２
回

近
江
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
員
限
定
講
座

「
衣
生
活
用
具
か
ら
み
る
里
の
暮
ら
し
」

日
時
：
７
月
13
日
（
土
）
10
：
50
～
12
：
20

場
所
：
成
安
造
形
大
学　

聚
英
ホ
ー
ル

講
師
：�

須
藤　

護　

氏
（
民
俗
学
者
、
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
、

龍
谷
大
学
里
山
学
研
究
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ー
）

大
津
市
田
上
牧
地
区
に
あ
る
田
上
郷
土
史
料
館
に
収
蔵
さ

れ
た
民
具
の
調
査
を
10
年
か
け
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
須
藤

護
氏
を
お
迎
え
し
、
民
具
か
ら
土
地
の
暮
ら
し
を
読
み
解
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
郷
土
史
料
館
が
設
立
さ
れ
た
の
は
昭

和
43
（
１
９
６
８
）
年
。
収
蔵
品
の
う
ち
最
も
充
実
し
て
い

る
の
が
衣
生
活
に
関
わ
る
資
料
で
、
現
在
80
歳
か
ら
90
歳
く

ら
い
の
女
性
が
、
田
上
に
お
嫁
に
来
る
と
き
に
持
っ
て
来
ら

れ
た
日
常
着
、
作
業
着
、
訪
問
着
そ
の
他
美
し
い
小
物
類
が

た
く
さ
ん
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
豊
富
な
衣
生
活
用
具

を
通
し
て
、
当
時
の
田
上
の
女
性
た
ち
が
い
か
に
賢
い
暮
ら

し
を
築
い
て
き
た
か
、
そ
の
暮
ら
し
方
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
解

説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
調
査
を
経
て
、
２
０
１
９
年
３

月
28
日
に
国
の
登
録
有
形

民
俗
文
化
財
「
田
上
の
衣

生
活
資
料
」
と
し
て
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
方
々

の
継
続
的
な
調
査
へ
の
協

力
が
結
実
し
文
化
財
登
録

に
つ
な
が
っ
た
と
須
藤
氏

は
語
ら
れ
ま
し
た
。

須藤護氏

大津市仰木地区での写生会風景

仰木市民センターにて開催された講評会の様子

講演風景

髙橋順之氏
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●
第
１
６
３
回

近
江
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
員
限
定
講
座

「
甲
賀
の
神
仏　

―
櫟
野
寺
を
中
心
と
し
て
―
」

日
時
：
９
月
21
日
（
土
）
10
：
50
～
12
：
20

場
所
：
成
安
造
形
大
学　

聚
英
ホ
ー
ル

講
師
：�

髙
梨　

純
次　

氏
（
美
術
史
家
、
公
益
財
団
法
人
秀

明
文
化
財
団
参
事
）

近
江
に
現
存
す
る
秘
仏
、
一
般
公
開
さ
れ
て
い
な
い
も
の

も
含
め
２
０
０
余
点
の
仏
像
、
神
像
を
カ
ラ
ー
写
真
と
文
章

で
ま
と
め
た
『
近
江
の
祈
り
と
美
』（
２
０
１
０
年
、
サ
ン

ラ
イ
ズ
出
版
）
を
出
版
さ
れ
た
髙
梨
氏
に
、
甲
賀
の
平
安
彫

刻
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
10
月

に
行
う
近
江
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
現
地
研
修『
甲
賀
の
里
を
ゆ
く
』

の
事
前
学
習
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
講
座
で
は
、
多
く
の

文
化
財
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
滋
賀
県
の
中
で
も
、
甲
賀
市
は

本
山
寺
院
が
多
い
大
津
市
に
次
い
で
、
２
番
目
の
数
量
を

誇
っ
て
い
る
こ
と
。
特
に
、
櫟
野
寺
や
阿
弥
陀
寺
（
甲
賀
市

櫟
野
）
に
は
平
安
古
像
が
集
中
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
事
例
を
基
に
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
現
存
す
る

神
像
や
仏
像
に
つ
い
て
、

近
年
の
研
究
成
果
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
見
学
に
際
し

て
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

●
第
１
６
４
回

「
淡
海
の
夢
２
０
１
９　

堅
田
・
湖
族
の
郷
写
生
会
」

日
時
：
10
月
26
日
（
土
）
９
：
30
～
17
：
30

場
所
：
大
津
市
堅
田
周
辺

講
師
：�

永
江　

弘
之　
（
本
学
教
授
・
本
研
究
所
研
究
員
）、

上
原　

結
子
（
本
学
准
教
授
）

今
回
の
開
催
地
は
大
津
市
堅
田
地
区
で
し
た
。
堅
田
は
、

琵
琶
湖
の
水
運
・
漁
業
な
ど
、
湖
上
の
特
権
を
持
つ
堅
田
衆

（
湖
族
）
が
栄
え
た
歴
史
あ
る
町
。
そ
の
町
並
み
を
は
じ
め
、

一
休
和
尚
、
松
尾
芭
蕉
ゆ
か
り
の
寺
院
、
浮
御
堂
、
堅
田
漁

港
な
ど
、
趣
深
い
湖
辺
の
風
景
が
魅
力
で
す
。
今
回
は
、
蓮

如
が
真
宗
の
布
教
拠
点
と
し
て
滞
在
し
た
寺
院
「
本
福
寺
」

に
ご
協
力
を
得
て
、
本
堂
に
て
受
付
・
講
評
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

●
第
１
６
５
回

近
江
の
か
た
ち
を
明
日
に
つ
な
ぐ

「
近
江
―
挑
戦
の
か
た
ち
―
完
全
農
薬
不
使
用
栽
培
を
通
し

て
み
る
、
朝
宮
茶
の
ち
か
ら
―
」

本福寺本堂で開催された講評会の様子

大津市堅田地区での写生会風景

日
時
：
11
月
９
日
（
土
）
10
：
50
～
12
：
20

場
所
：
成
安
造
形
大
学　

聚
英
ホ
ー
ル

講
師
：
片
木　

明　

氏
（
茶
農
家
）

対
談
：
真
下　

武
久　
（
本
学
准
教
授
・
本
研
究
所
研
究
員
）

信
楽
の
西
、
国
道
４
２
２
号
線
沿
い
に
店
を
構
え
る
「
か

た
ぎ
古
香
園
」。
６
代
目
当
主
片
木
明
氏
は
、
昭
和
50
年
か

ら
朝
宮
で
、
お
茶
の
完
全
農
薬
不
使
用
栽
培
を
開
始
し
、
現

在
は
そ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
講
座
で
は
、片
木
明
氏
を
お
迎
え
し
、「
か
た
ぎ
古
香
園
」

が
目
指
す
「
安
全
と
安
心
の
徹
底
し
た
追
求
」
の
経
緯
、
ま

た
、
従
来
か
ら
高
級
茶
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
朝
宮
茶
の
魅

力
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
片
木
氏
の

意
向
で
、
階
段
式
の
座
席
で
は
な
く
、
講
師
を
取
り
囲
む
よ

う
な
車
座
を
つ
く
り
、
前
列
は
ゴ
ザ
に
座
布
団
を
し
い
て
、

後
列
は
椅
子
席
を
用
意
し
て
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
環
境
つ
く

り
を
試
み
ま
し
た
。
片
木
氏
の
お
人
柄
を
身
近
に
感
じ
る
雰

囲
気
は
受
講
者
に
好
評
を
得
ま
し
た
。

完
全
農
薬
不
使
用
栽
培
と
い
う
と
て
つ
も
な
い
挑
戦
か
ら

見
え
て
く
る
、
朝
宮
の
土
地
や
自
然
、
お
茶
が
持
つ
「
ち
か

ら
」
を
片
木
氏
の
お
話
や
、

茶
葉
の
試
食
や
、
全
員
に

ふ
る
ま
わ
れ
た
お
茶
を
味

わ
う
こ
と
で
、
体
験
を
通

し
て
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

会場風景

髙梨純次氏
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●
第
１
６
６
回

近
江
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
員
限
定
講
座

「
風
景
か
ら
識し

る
近
江　

―
文
学
作
品
を
通
し
て
―
」

日
時
：
11
月
23
日
（
土
）
10
：
50
～
12
：
20

場
所
：
成
安
造
形
大
学　

聚
英
ホ
ー
ル

講
師
：�

西
本　

梛
枝　

氏
（
文
筆
業
、
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
・

日
本
詩
人
ク
ラ
ブ
・
観
光
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議
等

の
会
員
、
旅
や
観
光
に
関
し
た
記
事
・
随
筆
を
主
に

執
筆
。）

多
く
の
文
学
作
品
中
に
描
か
れ
た
「
文
学
風
景
」
を
、
作

家
の
ま
な
ざ
し
を
想
像
し
な
が
ら
、
そ
の
土
地
を
た
ど
っ
て

い
く
醍
醐
味
を
西
本
氏
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
講
座

で
は
、
井
上
靖
『
星
と
祭
』、
勝
海
舟
『
氷
川
清
話
』
を
題

材
に
、文
学
作
品
を
読
み
解
か
れ
ま
し
た
。「
日
常
の
中
で〝
見

な
れ
た
風
景
〟
に
な
っ
た
そ
の
土
地
を
、
文
学
作
品
が
新
鮮

な
も
の
に
し
て
く
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。」「
文
学
作

品
た
ち
か
ら
も
ら
う

〝
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
〟

は
人
生
を
豊
か
に
す
る
」。

西
本
氏
の
感
性
豊
か
な
語
り

か
ら
、
作
家
た
ち
が
近
江
の

風
景
か
ら
す
く
い
取
っ
た
近

江
の
豊
か
さ
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
た
講
座
と
な
り
ま
し

た
。

●
第
１
６
７
回

近
江
の
か
た
ち
を
明
日
に
つ
な
ぐ

「
近
江
―
受
け
継
ぐ
か
た
ち
―
信
楽
勅
旨
、
茶
器
を
つ
く
る
―
」

日
時
：
11
月
30
日
（
土
）
10
：
50
～
12
：
20

場
所
：
成
安
造
形
大
学　

聚
英
ホ
ー
ル

講
師
：
大
西　

左
朗　

氏
（
陶
芸
家
）

対
談
：
石
川　

亮　
（
本
学
准
教
授
・
本
研
究
所
研
究
員
）

古
く
か
ら
焼
き
物
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
甲
賀
市
信
楽

町
勅
旨
の
陶
芸
家
大
西
左
朗
氏
の
仕
事
に
迫
る
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。戦
後
ま
も
な
く
小
物
づ
く
り
の
復
興
を
目
指
し
、

先
人
の
仕
事
を
学
び
な
が
ら
機
能
性
に
優
れ
た
独
自
の
作
風

を
確
立
し
て
き
た
左
朗
氏
の
実
父
で
あ
る
大
西
忠
左
氏
の
も

の
づ
く
り
の
精
神
性
に
つ
い
て
、
つ
づ
い
て
、
大
西
左
朗
氏

が
そ
の
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら
も
新
素
材
の
研
究
開
発
に
取

り
組
ま
れ
、
近
年
で
は
朝
宮
の
茶
農
家
と
連
携
す
る
な
ど
、

煎
茶
を
美
味
し
く
飲
む
た
め
の
茶
器
を
追
求
し
て
い
る
制
作

活
動
に
つ
い
て
、
ま
た
信
楽
勅
旨
の
歴
史
に
裏
付
け
ら
れ
た

「
陶
璃
窯
」
の
普
遍
的
な
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
講
座
の
中
で
は
、
左
朗
氏
自
ら
が
、
作
陶

し
た
２
種
類
の
茶
器
で
お
茶
を
煎
れ
て
い
た
だ
き
、
前
列
の

方
に
飲
み
比
べ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
関
連
企
画
と
し
て
「
近
江
の
か
た
ち
を
明

日
に
つ
な
ぐ
展vol.13

信
楽
勅
旨
、
茶
器
を
つ
く
る
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
忠
左
氏
と
左
朗
氏
の
作
品
の
数
々
、
陶
璃
窯

の
名
前
の
由
来
と
な
っ
た
掛
け
軸
、
作
品
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
受
け
る
室
町
時
代
の
陶
器
の
破
片
な
ど
、
作
品
の

世
界
観
が
伝
わ
る
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

ふるまわれた朝宮茶の紅茶 片木明氏（右）と真下武久研究員（左）

西本梛枝氏

大西左朗氏

お茶を煎れる大西左朗氏

会場風景
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●
第
１
６
８
回

近
江
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
員
限
定
講
座

「
里
坊
―
律
院
の
庭
園
と
西
教
寺
本
堂
大
壁
画
」

日
時
：
12
月
14
日
（
土
）
10
：
50
～
12
：
20

場
所
：
成
安
造
形
大
学　

聚
英
ホ
ー
ル

講
師
：
加
藤　

賢
治
（
本
学
准
教
授
・
本
研
究
所
副
所
長
）

ゲ
ス
ト
：
木
村　

至
宏
（
本
学
名
誉
教
授
・
本
研
究
所
顧
問
）

文
化
誌
「
近
江
学
」
11
号
、
テ
ー
マ
「
里
の
い
と
な
み
」

の
中
で
、
発
表
し
た
講
座
タ
イ
ト
ル
と
同
名
の
論
考
に
つ
い

て
、
筆
者
で
あ
る
加
藤
副
所
長
が
解
説
し
ま
し
た
。「
門
前

町
坂
本
に
は
名
勝
庭
園
を
有
す
る
里
坊
が
点
在
す
る
が
、
そ

の
作
庭
の
背
景
に
は
、
比
叡
山
で
厳
し
い
修
行
を
し
て
き
た

僧
侶
の
あ
る
種
の
悟
り
に
近
い
思
想
が
流
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。」
ま
た
、「
西
教
寺
の
本
堂
に
あ
る
日
本
画
家
三
輪

晁
勢
が
描
い
た
大
壁
画
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
禅
僧
沢
庵
禅

師
が
西
教
寺
を
訪
れ
た
時
に
、
詠
ん
だ
詩
が
も
と
に
な
っ
て

い
る
。」
と
解
説
し
た
後
、
と
も
に
自
然
の
中
に
人
間
が
溶

け
込
み
、
草
木
も
動
物
も
安
ら
か
に
暮
ら
す
浄
土
を
表
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
里
坊
と
壁
画
の
共
通
点
を
ま
と
め
ま

し
た
。
そ
し
て
最
後
の
20
分
、
西
教
寺
の
話
の
つ
な
が
り
と

い
う
こ
と
で
、
木
村
至
宏
顧
問
が
、
西
教
寺
を
菩
提
寺
と
す

る
明
智
光
秀
の
人
柄
を
西
教
寺
に
残
る
古
文
書
や
、
木
像
、

梵
鐘
な
ど
の
資
料
を
紹
介
し
な
が
ら
解
説
し
ま
し
た
。
受
講

者
か
ら
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
の
主
人

公
の
舞
台
を
し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と
が
で
き
満
足
で
し
た
と
い

う
感
想
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

「近江のかたちを明日につなぐ展」 「近江のかたちを明日につなぐ展」「近江のかたちを明日につなぐ展」

石川亮研究員

会場風景

加藤賢治副所長

木村至宏顧問
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編
集
後
記

本
紀
要
で
は
本
学
研
究
員
か
ら
の
論
考
２
編
と
、
近
江
学
研
究
所

主
催
の
公
開
講
座
・
近
江
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
員
限
定
講
座
の
報
告
1

編
を
掲
載
し
ま
す
。

加
藤
研
究
員
の
論
考
は
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
現
代
的
課
題
を
抱

え
る
中
で
近
年
地
域
の
核
と
し
て
活
発
に
活
動
し
て
い
る
２
つ
の
寺

院
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
将
来
社
会
に
お
け
る
社
寺
の
可
能
性
を

考
察
し
て
い
ま
す
。石
川
研
究
員
は
、近
江
の
４
つ
の
地
域
を
め
ぐ
っ

て
出
会
っ
た
独
特
な
魅
力
を
掘
り
下
げ
て
「
近
江
の
懐
を
め
ぐ
る 

３
」
と
い
う
か
た
ち
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
講
座
の
報
告
」
で
は
、

平
成
31
・
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
に
開
講
し
た
１
５
８
回
～

１
６
８
回
ま
で
の
講
座
概
要
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

本
号
発
行
予
定
の
３
月
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
の

ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
非
日
常
的
な
事
態
に
よ
っ

て
社
会
の
基
盤
が
ゆ
ら
ぎ
不
安
が
広
が
る
中
で
、
人
々
の
心
を
つ
な

ぎ
支
え
る
も
の
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
本
研
究
所
で
は
、

近
江
に
内
在
す
る
普
遍
的
な
美
や
か
け
が
え
の
な
い
価
値
な
ど
に
つ

な
が
る
よ
う
な
研
究
を
今
後
も
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

編
集
担
当　

永
江
弘
之 




